
《学校・家庭・地域をつなぐ「学校だより」》 【丹波篠山市立西紀小学校】 
〒669-2716 
兵庫県丹波篠山市乗竹650 
TEL：079-593-0024 
FAX：079-593-0249 
Email：el-nishiki@school.sasayama.jp 

　　　　　　　　　　（文責：藤原典英）

西紀小学校令和８年度７月号

こどもを信じ，こどもに任せる〜百年前の「夏休みの心得」から〜 

　一学期が終わりました．今学期の登校日は六十九日．子どもたちが元気に学校へ通い，学び，笑い

合うことが出来ましたのも，保護者の皆様，そして地域の皆様の日々の支えがあってこそと考えてお

ります．本当に有難う御座いました．心より御礼申し上げます． 

　さて，先日，たいへん興味深い文書に出会いました．大正十一年八月，神戸市の二宮尋常小學校

（現在の神戸市立中央小学校）が子どもたちに配ったという「休暇中ノ心得」です．今から百年あま

り前の，夏休みの過ごし方の手引きということになります． 

　その第一項は，こう始まります． 

『一、イヨイヨ樂シイ夏休ガ来タ。悪イコトサヘシナケレバ何ヲシテ暮シテモヨイ。』 
　私はこの一文に，しばらく目を奪われました．「悪いことさえしなければ，何をして暮らしてもよ

い」．百年前の教師は，禁止や規則から書き起こさなかったのです．先ず，子どもを信じ，そして手

放している．子どもというのは，放っておいても善く生きようとする存在なのだ，という深い信頼

が，この一行には流れています． 

　そして，第三項です． 

『三、野ニモ、山ニモ、川ニモ、海ニモ其ノ他ドコニ行ツテモ、勉強ノ材料ガタクサンアル。ソレ等 
　　　ニツイテシラベテ見ルノガ本當ノ勉強デアル。』 
　自分の足で出かけ，心が動いたものについて調べてみる．それが「本當ノ勉強」だと言い切ってい

ます． 

　さらに，第八項には，こうあります． 

『八、休中シラベタコトガラヤ、製作シタモノヤ、集メタモノナドハ、大切ニ残シテ置イテ、休後学 
　　　校ニ開カレル陳列會ニ出品シ合フノハ樂シイコトデアル。』 
　調べたことやつくったものを持ち寄り，皆で見せ合う．問いをもち，調べ，つくり，分かち合う． 

　今日，私たちが「探究的な学び」と呼んでいるものと，寸分違いません．百年前に，既にここまで

見通されていたことに，教師として襟を正す思いがしました． 

　子どもを信じて手放すからこそ，子どもは自分で問いを立てることが出来る．反対に，大人が先回

りをして「これをしなさい」と与えてしまえば，探究はたちまち，「こなすべき宿題」に変わってし

まいます．百年前の心得が探究の姿を描き得たのは，その前提に，第一項の「信頼」があったからに

ほかなりません． 

　では，我々大人は，どう構えればよいのでしょうか． 

　終業式で，私は子どもたちに東井義雄先生の言葉を贈りました． 

『自分は自分の主人公　世界でただ一人の自分を創っていく責任者』 
　四十日あまりをどう過ごすかは，最後は自分が決めることです．その決定こそが，自分という人間

を創っていくのです，と． 

　子どもが自分の主人公であるならば，その物語を，我々大人が代わりに書くことは出来ません．先

回りをせず，急がせず，子どもが自分で決め，自分でやり切るのを，信じて待つ．そして「ここぞ」

という時にだけ，そっと手を添える．どうか，「何をするの」と急かす代わりに，「何が面白かっ

た」と聞いてやってください． 

　幸い，西紀には野があり，山があり，川があります．地域そのものが，まるごと「勉強ノ材料」で

す．百年前の子どもたちと同じ夏を，西紀っ子にも過ごさせてやりたい．そう願っています．
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△８・９月の行事予定▽
【８月】 
10日（月）　閉庁日※〜8/14（金） 
23日（日）　環境美化作業※４〜６年生参加 
【９月】 
 １日（火）　始業式　全校終会11:35 
 ２日（水）　全校終会11:35 
 ３日（木）　給食開始　全校終会12:35 
 ４日（金）　全校終会12:35 
10日（木）　黒豆の館見学（２年生） 
　　　　　　 委員会活動

14日（月）　児童朝会 
15日（火）　稲刈り※予備日16日（水） 
17日（金）　明るい一日の始まり運動 
　　　　　　 オープンスクール（午前） 
　　　　　　 親子ふれあい活動（午後） 
24日（木）　クラブ活動 
28日（月）　人権朝会 
29日（火）　さつまいも掘り 
30日（水）　兵庫教育大学学生西紀小視察 
　　　　　　　　※学生さんが子どもたちの様子を見に来ます

◎ご意見・感想をお聞かせ下さい◎

「西紀っ子だより」へのご意見や感想をお聞かせ下さい． 
　右のＱＲコードを読み取っていただくと，フォームにつながります． 
または，学校でお話をうかがうことも出来ます．いつでもお越しください．

◎学校・家庭・地域で守る子どものいのち◎ 
　四十日あまりの長い夏休みが始まります．この期間が，子どもたち一人ひとりにとって安心・安全で，心
豊かに成長出来る時間となるよう，学校・家庭・地域が一体となって見守っていけたら，と考えております．
つきましては，下記の点に関して，保護者の皆様・地域の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます． 

１　保護者の皆様へのお願い 
　夏休みは，いつもと違う生活リズムやパターンとなります．学校でも指導しましたが，ご家庭でも「自分の
命は自分が守る」という自覚を育てるために，夏休みのくらしについてゆっくり話す機会を設けて下さい． 
（１）基本的生活習慣の維持 
　心身の健康と二学期のスムースなスタートのために，就寝・起床及び食事の時間等，基本的な生活のペー
スを保つ様にさせてください．表面に記した通り，何をして過ごすかは子どもが決めることですが，その土
台となる生活のリズムは，大人が守ってやりたいものです． 
（２）「自分の命は自分で守る」という意識の徹底 
　熱中症対策，交通安全等に気をつけることを確認してください．中でも，水の事故は，一瞬のうちに，尊
いいのちを奪います．流れの緩やかな場所や，膝ほどの深さでも,事故は起こります．「うちの子は泳げるか
ら」という油断こそ，最も危険です．子どもだけで水辺に近づくことのない様に，そして水遊びの際は必ず
大人が付き添う様に，繰り返しお話し下さい． 
（３）インターネット・SNSとの健全なつきあい 
　ご家庭でのルールを確認すると共に，自分が見ているディスプレイの向こうには，実社会と同じ様に多く
の人がいることへの理解を促してください．また，自分も含めて，個人情報を安易に入力することがない様
に声かけをお願い致します． 

２　地域の皆さまへのお願い 
　夏休みは，子どもたちが日中に地域で過ごす時間が増えます．子どもたちの安全は，地域の皆様のあたた
かい「見守りの目」によって支えられています．地域の子は，西紀中地区皆の子どもです． 
（１）「ながら見守り」へのご協力を 
　お散歩や買い物，農作業等で外におられる際に，子どもたちを見かけたら声をかけてやってください．日
常生活での何気ない見守りが，子どもたちを事故や犯罪から遠ざけます． 
（２）危険な遊びを見かけたら 
　道路への飛び出しや危険な場所への立ち入り等，子どもたちの危ない行動を見かけましたら，優しく声を
かけ，ご注意いただけると助かります． 

　子どもは未来からの預かりもの，皆の宝です．学校・保護者・地域が協力し，西紀の子が明るく笑顔でく
らせる夏休みとなります様に，ご協力をお願い致します．何か気が付かれることが御座いましたら，学校ま
でご連絡いただけると幸いです． 
【西紀小学校】０７９−５９３−００２４

３・４年生が制作したデカンショ祭の「あんどんの絵」は，西紀小は『下河原町』に飾られます．是非足をお運び下さい． 
【　掲 出 期 間 ： 8月13日ー8月16日　】


